
私たちは、担当府省と異なる立場
から、各府省の業務の運営状況を調
査し、各府省の課題を把握・分析し
て改善方策を提示する「行政運営改
善調査」と、国民の皆様から国の行
政等に関するご相談をお受けする
「行政相談」を行っています。
私は、これまで「行政運営改善調

査」として「公的住宅の供給等に関
する行政評価・監視」や「博物館・
美術館における利用者の安全性・利
便性の向上に関する調査－ユニバー
サルデザインの推進を中心として
－」などの調査テーマを担当し、今
は「行政相談」業務に従事していま
す。
「行政運営改善調査」と「行政相

談」は、行政職員などの現場にいる
方々から話を伺い、伺った話を踏ま
えてどうすればより良い行政運営と
なるのかを考えるというのが共通し
ているところだと思います。
現場の声を吸い上げ、行政運営に

反映させることができるということ
に大変やりがいを感じる一方、どの
ように現場の声を吸い上げるといい
のか、どうすればよりよい行政運営
となるのかなど、いろんなことに頭
をひねらせる必要があり、簡単には
いかないこともある仕事だなとも感
じています。
私たちの仕事は簡単にはいかない

こともある仕事だからこそかもしれ
ませんが、自分が担当した調査や相
談に思い入れを持っており、今でも
公的住宅や博物館・美術館のことな

どが事あるごとに頭に浮かび、その
後どうなったのかなと気になって調
べることがあります。思い入れを持
てる仕事ができるのは恵まれたこと
なのかもしれません。

私には二人の子どもがいるのです
が、夫婦共働きで周りに子どもの世
話をしてくれる人がいないため、基
本的には夫婦二人で子育てをしてい
かねばなりません。
そのような中、当局は育児の両立

支援制度が充実し、かつ活用しやす
い雰囲気なので、制度を積極的に活
用して育児との両立が実現できてい
ます。
子育てをしていると、子どもが天

使に見えることがあれば、モンス
ターや宇宙人に見えることもあり、
さまざまな一面をみることができて
いるのは、育児との両立ができてい
るからだと思います。

私は、「現場の声を吸い上げ、行
政運営に反映させることで、世の中
が少しでもよくなれば！」という想
いをもって仕事をしています。同じ
ような想いを持たれる方は、ぜひ当
局の話を聴きに来てください。
一緒に仕事ができるのを楽しみに

しております！
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学生時代、みなさんと同じように
就職活動をしていた頃のことを思い
出すと、「調査や相談って、自分は
なんの知識や経験もないけど、本当
に大丈夫なのかな」というのが行政
評価局に対するイメージ（不安）で
した。当局の具体的な業務内容は
ホームページやパンフレットをご覧
いただければ分かるかと思いますが、
このメッセージを読んでいる方も、
程度の差はあれ同じような印象を抱
いているのではないかと思います。
実際に入局して、数年間働いてみ

て分かったことは、「なんの知識も
経験もなくても大丈夫」です。
我々は特定の政策分野に関するプ

ロフェッショナルではなく、行政運
営改善調査にせよ、行政相談にせよ、
取り扱う内容はその時々によって
まったく異なります。そのため、ベ
テラン・中堅・若手の隔てなく、そ
の時々の業務に応じて、法令を読み
込んだり、関係機関へヒアリングを
したりしながら業務にあたっていま
す。他方、もちろん調査テーマや相
談事案によっては類似のものを取り
扱うこともあり、また、調査に関す
るノウハウなど、少しずつ知識や経
験が蓄積されていきますし、経験豊
富な先輩や上司もたくさん助けてく
れます。
幅広い分野をカバーしていること

に対して不安を感じるかもしれませ
んが、分からないことがあるのは当
然であり、むしろそうした中で関係
法令や制度などを調べ、課題を整理
し、「なぜこういった制度になって
いるのか」「どうすれば問題を解決
できるか」と課題を解決するために
頭を悩ませられる方こそが活躍でき
る場所だと思います。
ちなみに、私は現在、行政相談業

務を担当しており、様々な相談に対
応していますが、周囲の助けはもち
ろんのこと、過去に受けた相談事案
や調べたことが思わぬところで知識
として役に立った、ということを何
度も経験しています。「本当に大丈
夫かなあ」と不安を抱えて入局した
あの頃の自分に教えてあげたいとこ
ろですが、それはかないませんので、
この場を借りてみなさんにお伝えし
たいと思います。

また、働く上では、職場の雰囲気
や働きやすさといった部分も重要で
す。とはいえ、こればっかりは一人
一人感じ方も違うので、少しでも当
局に興味を持っていただけた方は、
ぜひ説明会にお越しいただき、御自
身で確かめてみてください。何を隠
そう私自身、説明会で対応してくれ
た職員の雰囲気に惹かれ、入局した
一人です。みなさんとお会いできる
ことを楽しみにしています。

まず説明会へ参加してみて

不安はご無用



当局の業務には、国の課題を解決
するために各府省の業務の実施状況
などについて実地に調査を行う「行
政運営改善調査」があります。
施策や事業の担当府省とは異なる

立場から国の課題を解決に導くこと
が出来る珍しい役所であることが特
色の当局において、私が担当して印
象に残っている調査について紹介し
ます。

病院に入院したことのある方は、
入院時に身元保証人を求められた経
験があるのではないでしょうか。身
元保証人になってくれる方がいれば
問題ないのですが、身寄りのないお
年寄りが入院・入所する際に身元保
証人となってもらえる者が見つから
ず、身元保証会社を利用する方もい
らっしゃいます。しかし、身元保証
会社が資金流用により破綻するなど
トラブルが発生しており、国による
対策が講じられているとは言いがた
い状況でした。
そこで身元保証会社や関係機関を

対象にヒアリング調査や書面調査を
実施し、身元保証問題を取り巻く実
態を分析した上で、課題提起として
取りまとめ、関係省庁に通知するに

至りました。
その後、厚生労働省を中心に身元

保証問題の課題解決に向けた取組を
開始する動きがみられるようになる
など、当局調査が課題の解決に役
だったときの喜びはこの上なかった
です。
調査結果の分析や、報告書（調査

結果を分析してまとめたもの）の作
成には骨が折れましたが、これらは
一人でまとめるものではなく、チー
ムで協力して成果物を作り上げる
（みんなで卒論を書くような感じに
近しい？）ので、ワイワイ議論しな
がらの仕事となり楽しいです。
また、林道の調査であれば山奥の

林道まで出かけて道路状況を調査し、
学校のAEDに関する調査であれば、
学校にお邪魔して先生にお話を伺う
など、日常生活ではなかなか関わり
のない分野についても知見を広げら
れることも当局の特色でしょうか。

ここでは紹介しきれなかった行政
相談や他機関へ出向しての業務など、
当局の仕事は多岐に渡ります。いろ
いろなことに興味関心を持ち、物事
を探求する胆力がある方とご一緒で
きますこと楽しみにしております！

国の課題を解決に導く仕事

当局に興味を持たれた方へ

関係省庁を動かした調査
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近畿管区行政評価局では、「行政
相談」、「行政運営改善調査」の２
つの業務を行っています。
行政相談は、国民の皆様から国の

行政などに関する苦情や要望、照会
を受け付け、必要に応じて、現地確
認や関係機関への照会を行い、その
解決を促す業務です。相談対応の中
で現行の制度やその運営方法に問題
点があればその改善を促すことも
行っています。
行政運営改善調査は、各府省の施

策や事業について、担当府省とは異
なる立場から、その現場における実
施状況を調査し、課題を把握・分析
し、解決策を提示する業務です。
これら２つの業務を通じ、より質

の高い行政の実現に取り組んでいま
す。

私たちは、現行の制度や施策に課
題がないか、担当する機関と異なる
立場から検証を行うため、オフィス
での関係法令の勉強や関係機関への
ヒアリングを通じて、日々新たな知
識を修得しています。一から新たな
知識を修得し、そこから課題を見つ
け出すことは大変な一面もあります
が、これまでの人生で全く触れたこ
とのない分野に触れ、知識の幅を広
げたり、日頃何気なく接している事
柄について新たな気付きが得られた
りする魅力もあります。特に、国や
地方自治体を初め、独立行政法人や
民間企業など様々な機関で働く方々

から業務内容や状況について直接お
話をお聞きできるのは、他の職業で
はなかなか経験できないことではな
いかと思います。

✓職場の雰囲気
私たちの仕事は、多角的な視点で

社会の様々な物事に疑問を持つこと
から始まるため、知識も去ることな
がら、若い世代の視点や意見を大切
しています。そうしたことから、
日々の業務の様々において若手職員
からの提案や意見を積極的に取り入
れる傾向にあり、非常に風通しの良
い職場だと思います。

✓残業や休暇について
出張や各種イベントの準備等によ

り残業が発生することもありますが、
多くの職員が定時で仕事を終えて退
庁しています。また、年次有給休暇
の利用がしやすい雰囲気にあるので、
プライベートも充実できると思いま
す。

複雑化、多様化するこれからの社
会においては、「マニュアルどお
り」、「前例どおり」ではなく、
日々現状を疑い、課題を見つけ出し、
改善していくことが今後の行政に求
められ、当局はその役割を担ってい
ると思います。より良い行政、ひい
てはより良い社会の実現に向けて、
一緒に働いていただける方をお待ち
しています！

行政評価局の仕事

終わりに

行政評価局の仕事の魅力
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